
1． 概 要

公益財団法人鉄道総合技術研究所は、JR 各社の発足と同時に、日本国有鉄道が行っ

ていた研究開発を承継する法人として本格的な事業活動を開始し、①鉄道の将来に

向けた研究開発、②鉄道のニーズに基づいた実用的な技術開発、③鉄道に関わる諸

現象解明のための基礎研究、を研究の三つの柱とした活動を行う機関である。

国立研究所本館地下無響室は昭和 37 年に竣工し、これらの活動に利用されてきた

が、この度、竣工時より使用されている吸音楔の取替工事を行った。

吸音楔の取替にあたり、取替前の室容積および音響性能を保持する仕様とした。

吸音楔の取替前および取替後のそれぞれで音響測定を行い、同等の性能を確認

した。

2．お客様の声

吸音楔の取替工事では、現状と同等以上の無響室の性能が確保されることが第一

要件でした。吸音楔取替前後の無響室の音響性能測定まで含めて施工を実施して

頂きました。当初の要件を充分に満たす無響室となり、非常に満足しております。
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1． 概要

オーディオルームの計画段階から参画し、設計・施工を行ってきた部屋が完成した。

音楽ソースにパッケージされた音楽性とオーディオ機器の性能を最大限に引き出し、

かつ、長時間聴いても疲れない、居心地のよい空間になるように設計した。そのため、

四方の壁面には ANKH を配置するとともに、低音域の処理を工夫した。

2．お客様の声

新しく家を建てるにあたり、歳を取ってもやれる趣味用の部屋を作りたいと考え、昔好

きだったオーディオは、現在どうなっているのかと思い秋葉原へと出掛けました。ダイナ

ミックオーディオで現代のハイエンドオーディオの音を聞き、目から鱗が落ちる思いでこ

の音を自宅で聴きたいと思いました。店長から、オーディオ機器の性能を引き出すため

に重要な部屋の設計・施工に関しては日本音響に依頼してはどうかと意見を頂き、千葉

のサウンドラボにて試聴、素晴らしい音を聞き日本音響さんにお願いをする事にしました。

今、思い返しますと初めて秋葉原に出掛けてから 2 年以上の時が流れ、やっと部屋が

完成しました。竣工後 2 か月になりますが、レコードや CD を聴いて、昔のシステムで

は聞こえなかった音が聞こえ、ジャンル問わずに毎日音楽を楽しんでおります。今後も、

日本音響さん・ダイナミックオーディオさんと相談させて頂きながら、より自分の好き

な音を追求して行きたいと考えております。私の夢をかなえて頂きました皆様に感謝し、

お礼申し上げます。
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